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１．長寿命化修繕計画の目的

１）背景

２）目的

２．長寿命化修繕計画の対象橋梁

長寿命化修繕計画の対象：

・橋梁点検を実施した橋梁

伯耆町では、管理する道路橋117橋に対し橋梁定期点検を実施し、橋の健全度を４段階に

評価した。（Ⅰ：健全、Ⅱ：軽微な損傷、Ⅲ：深刻な損傷、Ⅳ：緊急対応）

この結果、117橋のうち80％の94橋にⅡまたはⅢの損傷が確認され、深刻なⅢの損傷は3％

（4橋）存在する。

これらの損傷を受けた橋梁群に対して、従来の対症療法型の維持管理を続けた場合、橋梁

の修繕・架け替えに要する費用が増大することが懸念される。

　そこで伯耆町では、将来的な財政負担の低減および道路交通の持続的な安全性の確保を

　このような背景から、より計画的な橋梁の維持管理を行い、限られた財源の中で効率的
に橋梁を維持していくための取り組みが不可欠となる。
　コスト縮減のためには、従来の対症療法型から、“損傷が大きくなる前に予防的な対策
を行う”予防保全型へ転換を図り、橋梁の寿命を延ばす必要がある。

図るため橋梁長寿命化修繕計画を策定する。計画期間は５年間とし、定期点検によって新
たに損傷が発見されるため、点検結果に基づき５年毎に見直し（フォローアップ）を行う。

町道

全管理橋梁数 117 117

合計

図 橋梁定期点検の結果
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３．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針

１）健全度の把握の基本的な方針
　「鳥取県道路橋りょう定期点検マニュアル　平成31年4月　鳥取県」に基づいて定期的
（５年毎）に橋梁点検を実施し、橋梁の損傷を早期に把握する。

２）日常的な維持管理に関する基本的な方針
　橋梁を良好な状態を保つため、日常的な維持管理として、パトロール・清掃などの実施
を徹底する。

４．個別の施設の状況

５．対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する具体的な方針

１）基本的な方針

　本町が管理する橋梁の中で、架設後50年以上経過した橋梁は全体の約17%を占めている

ため、近い将来一斉に架替時期を迎えることが予想される。したがって、計画的かつ予防
的な修繕対策の実施へと転換を図り、橋梁の寿命を100 年間とすることを目標とし、修繕
及び架替えに要するコストを縮減する。

２）橋梁の集約・撤去
　集約・撤去対象橋梁の選定にあたっては、迂回路が存在し、利用者が限定的な橋梁につ
いて、今後周辺状況や利用調査をもとに、検討する。

６．新技術等の活用方針

橋梁点検の結果を資料Ⅰに示す。

１）橋梁点検
　橋梁定期点検のうち、河川に架かる比較的橋長が長い橋梁や多径間の橋梁は、橋梁点検
車使用に伴う交通規制の時間が長く、地域住民に与える影響が大きい。このような橋梁に
対して、安全性の向上、工期の短縮、コストの縮減、地元住民への影響軽減を図ることを
目的に、新技術の「ドローンを用いた近接目視点検支援技術」の活用を検討する。
　コスト縮減の効果が期待できる橋長100m以上の橋梁（６橋）を対象とする。
　短期的な数値目標として、次回３巡目点検までに交通規制の短縮と４割程度のコスト縮
減を目指す。

２）橋梁補修
　橋梁補修工事では、コスト縮減や維持管理の効率化を図るため、国土交通省「新技術情
報提供システム(NETIS)」を活用する等、維持管理に関する最新技術の活用を図る。鋼材
の腐食対策について、黒錆転換による高い防食効果で塗装サイクルの長期化が可能にな
り、再塗装の素地調整が不要な「錆転換型防食塗装システム　サビバリアー」【NETIS
CB-170003-VR】　の採用を検討する。
この最新技術を活用し、伯耆町にある鋼橋の残存寿命６０年と仮定した際のLCCを計算
し、５割程度のコスト縮減を目指す。

2



７．対策優先順位の決定

１）対策優先順位
　対策優先順位は、橋梁定期点検結果および、
損傷の劣化予測に基づく【損傷度】と、橋梁の
【重要度】により、右表に示す順位となる。

２）損傷度
　損傷度は、定期点検の結果をもとに劣化予測を行い、損傷具合により判断する。

３）重要度

８.計画期間内の修繕時期

資料Ⅱに示す。

９.各橋梁の対策内容と対策費用

資料Ⅲに示す。

　対策順位決定のため、橋毎の重要度を設定する。
　重要度は、下記の通り決定する。

　・重要度の初期値は４とする。（跨道橋の場合、重要度1とする。）
  ・迂回路がない場合は重要度を１ランク上げる。
  ・公共施設（学校・避難所等）がある場合は、重要度を１ランク上げる。
  ・地域的要素がある（地域住民の生活に影響のある）橋梁は、重要度を１ランク上げる。

表 対策優先順位

高 中 低

高 1 3 6 悪

中 2 5 8

低 4 7 9 良

重要度 損傷
具合

損
傷
度
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１０．長寿命化修繕計画による効果

１１．計画策定担当部署

１）計画策定担当部署
　伯耆町　地域整備課　tel：0859-68-5539

　また、損傷に起因する通行制限等が減少し、道路の安全性・信頼性が確保される。

　長寿命化修繕計画を策定する117橋について、今後50年間の事業費を比較すると、従来
の対症療法型が72億円に対し、長寿命化修繕計画の実施による予防保全型が22億円とな
り、コスト縮減効果は50億円となる。
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【資料Ⅰ】

上部構造

主桁 横桁 床版
（頂版）

1 H26 R1 上島下橋
カミジマシモバシ

駅前河岡線 7.90 5.00 6.00 1 1992 中空床版橋 Ⅱ Ⅰ - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

2 H26 R1 藤屋１号橋
フジヤ１ゴウバシ

藤屋1号線 7.55 5.37 5.97 1 1964 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

3 H26 R1 上島橋
カミジマバシ

岸本停車場線 7.20 7.04 7.74 1 不明 RCT桁橋 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

4 H26 R1 堂ノ前橋
ドウノマエバシ

下モ野上線 6.20 5.00 6.00 1 1982 RC床版橋 Ⅰ - - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

5 H26 R1 無名橋４
ムメイバシ４

遠藤6号線 4.30 4.60 5.20 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

6 H26 R1 宮原橋
ミヤハラバシ

宮原1号線 4.14 6.00 6.60 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

7 H26 R1 床版橋
ショウバンキョウ

谷川線 4.10 5.70 6.30 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ

8 H26 R1 無名橋７
ムメイバシ７

立岩小町線 3.60 4.60 4.98 1 不明 ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ Ⅰ - - Ⅰ Ⅰ - Ⅰ

9 H26 R1 無名橋１０
ムメイバシ１０

坂長22号線 2.15 5.15 5.15 1 不明 ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ Ⅰ - - Ⅰ Ⅰ - Ⅰ

10 H26 R1 無名橋１１
ムメイバシ１１

リバータウン1号線 2.87 8.65 9.25 1 不明
ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ

11 H26 R1 宮原橋
ミヤバラバシ

溝口宮原線 3.50 5.85 6.45 1 不明 ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ Ⅱ - - Ⅱ Ⅰ - Ⅱ

12 H26 R1 屋敷橋
ヤシキハシ

大倉線 3.86 5.45 5.45 1 不明
RC床版橋

鋼I桁橋
Ⅱ Ⅱ - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ

13 H26 R1 無名橋８
ムメイバシ８

遠藤6号線 3.50 6.06 6.66 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅲ

14 H26 R1 山ノ神橋
ヤマノカミバシ

本谷原線 6.45 4.30 4.90 1 1972 RC床版橋 Ⅰ - - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

15 H28 R3 宮華橋
ミヤハナハシ

二部線 14.60 4.50 5.70 1 1992 PCT桁橋 Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

16 H28 R3 古川橋
フルカワバシ

福岡三区中央線 14.40 4.00 5.00 1 1980 PCT桁橋 Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

17 H28 R3 大坂橋
オオサカバシ

根雨原大坂線 14.00 3.50 3.90 1 1964 RCT桁橋 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

18 H28 R3 間賀橋
マガハシ

間賀線 13.60 4.00 4.60 1 1968 RCT桁橋 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

19 H28 R3 船越橋
フナコシハシ

船越線 13.50 5.00 5.70 1 1973 RCT桁橋 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

20 H28 R3 才ノ木橋
サイノキバシ

福岡三区中央線 13.00 4.00 5.00 1 1981 中空床版橋 Ⅱ Ⅱ - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

21 H28 R3 大向橋
オオムカイバシ

林ヶ原真野線 11.90 4.40 5.20 1 1993 PC床版橋 Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

22 H28 R3 三崎橋
ミサキバシ

下モ野上線 12.00 5.80 6.80 1 1982 中空床版橋 Ⅱ Ⅱ - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

23 H28 R3 丸山橋
マルヤマハシ

下モ野上線 12.00 6.40 7.40 1 1990 中空床版橋 Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

24 H28 R3 上ノ名橋
カンノミョウバシ

上の名線 11.80 4.00 5.00 1 1980 中空床版橋 Ⅱ Ⅱ - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

25 H28 R3 百田橋
ヒャクタハシ

畑池線 11.70 4.00 5.00 1 不明 RCT桁橋 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

26 H28 R3 福吉橋
フクヨシハシ

福吉線 11.60 3.00 3.70 1 1966 RCT桁橋 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

27 H28 R3 中河原橋
ナカカワハラバシ

船越線 10.90 5.00 6.00 1 1980 PC桁橋 Ⅱ Ⅱ - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

28 H28 R3 中河原下橋
ナカカワハラシモハシ

駅前河岡線 10.70 5.50 6.20 1 1963 RCT桁橋 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

29 H28 R3 山崎橋
ヤマサキハシ

畑池線 10.70 4.00 5.00 1 不明 中空床版橋 Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

30 H28 R3 間地中央橋
マジチュウオウハシ

間地３号線 10.60 2.60 3.00 1 不明 鋼H桁橋 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

31 H28 R3 金屋谷橋
カナヤダニハシ

金屋谷上野線 10.50 5.10 6.30 1 1988 PC床版橋 Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

32 H28 R3 中倉橋
ナカクラハシ

福岡三区中央線 10.40 4.00 5.00 1 1979 PC床版橋 Ⅱ Ⅱ - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

33 H28 R3 畦高橋
アゼタカハシ

畦高線 10.20 5.00 6.00 1 1986 PC床版橋 Ⅱ Ⅱ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

34 H28 R3 宝殿橋
ホウデンハシ

金屋谷宝殿線 10.10 3.00 3.80 1 不明 RCT桁橋 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

35 H28 R3 前田橋
マエタハシ

船越線 10.00 5.30 6.30 1 1979 鋼H桁橋 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

36 H28 R3 向田橋
ムコウダバシ

上の名線 9.20 4.00 4.90 1 1980 RC床版橋 Ⅰ - - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

37 H28 R3 荘中央橋
ソウチュウオウハシ

荘３号線 9.00 3.50 4.30 1 不明 鋼H桁橋 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

38 H28 R3 上ミ三崎橋
ウエミミサキバシ

藤屋線 8.90 3.00 3.80 1 不明 RC床版橋 Ⅰ - - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

39 H28 R3 2号橋
２ゴウキョウ

富江線 8.55 4.36 5.35 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

40 H28 R3 無名橋１
ムメイキョウ１

殿河内１号線 4.20 40.40 41.20 1 不明 RC床版橋 Ⅰ - - Ⅰ Ⅰ - Ⅰ

41 H28 R3 長瀬橋
ナガセハシ

荘中祖線 8.00 5.10 6.10 1 1974 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

42 H28 R3 古宮橋
フルミヤハシ

荘中央線 7.60 5.00 6.00 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

43 H28 R3 谷山橋
タニヤマハシ

荘線 6.00 3.10 3.70 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅲ

44 H28 R3 大谷橋
オオタニハシ

大倉線 5.00 4.70 5.40 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

45 H28 R3 谷川第1橋
タニカワダイ1ハシ

溝口宮原線 4.00 5.00 5.70 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

46 H28 R3 無名
ムメイ

橋
ハシ

6 上細見三軒茶屋線 3.80 4.10 4.70 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

径間
数

伯耆町　橋梁定期点検結果一覧表

1巡目 2巡目

有効
幅員

(m)

全幅
員

(m)
橋長

(m)

健全性の診断　判定区分（Ⅰ～Ⅳ）

定期点検【２巡目】

架設
年次

構造
形式 道路橋

毎

下部
構造

（側壁）

支承部 その他

番号

点検年度

道路橋
フリガナ

名 路線名
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上部構造

主桁 横桁 床版
（頂版）

径間
数

1巡目 2巡目

有効
幅員

(m)

全幅
員

(m)
橋長

(m)

健全性の診断　判定区分（Ⅰ～Ⅳ）

定期点検【２巡目】

架設
年次

構造
形式 道路橋

毎

下部
構造

（側壁）

支承部 その他

番号

点検年度

道路橋
フリガナ

名 路線名

47 H28 R3 床版橋
ショウバンバシ

白水線 3.50 5.80 6.00 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

48 H28 R3 無名
ムメイ

橋
ハシ

9 上細見3号線 3.20 4.40 5.00 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

49 H28 R3 吉長歩道橋
ヨシナガホドウキョウ

駅前河岡線 8.90 2.00 2.60 1 不明 RCT桁橋 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ

50 H29 R4 楽楽福橋
ササフクハシ

荘中祖1号線 150.00 11.30 12.30 3 1996 鋼箱桁橋 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

51 H29 R4 昭和橋
ショウワハシ

荘中祖線 75.60 4.00 4.80 2 1971 鋼I桁橋

RC床版橋
Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

52 H29 R4 岩崎橋
イワサキハシ

荘中祖線 36.80 10.00 11.00 2 1990 PCT桁橋 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅲ

53 H29 R4 父原橋
チチバラハシ

父原荘線 35.60 7.00 8.20 2 1999 中空床版橋 Ⅱ Ⅱ - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

54 H29 R4 柳橋
ヤナギハシ

二部三部線 34.60 6.00 7.20 2 2003 中空床版橋 Ⅱ Ⅱ - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

55 H29 R4 三部
サンブ

橋
ハシ

三部線 29.60 3.50 4.30 2 1982 中空床版橋 Ⅲ Ⅱ - Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅲ

56 H29 R4 中島橋
ナカシマハシ

福吉線 27.80 4.00 4.80 1 1969 鋼I桁橋 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

57 H29 R4 畑池橋
ハタイケハシ

二部線 26.00 7.00 7.80 2 1962 中空床版橋 Ⅲ Ⅲ - Ⅰ Ⅲ Ⅰ Ⅲ

58 H29 R4 杢田
モクダ

橋
ハシ

杢田線 22.90 4.00 4.80 1 1974 鋼I桁橋 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

59 H29 R4 畑中橋
ハタケナカハシ

畑池線 22.80 4.00 5.00 1 1978 PCT桁橋 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

60 H29 R4 間地川橋
マジカワハシ

間地1号線 12.20 4.00 5.20 1 1980 中空床版橋 Ⅲ Ⅲ - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

61 H29 R4 寺
テラ

の奧
オク

橋
ハシ

本谷原線 4.00 9.10 13.00 1 不明 ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ - Ⅱ

62 H29 R4 東三部橋
ヒガシサンブハシ

東三部3号線 5.50 3.87 4.67 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

63 H29 R4 二部第三橋
ニブダイサンハシ

二部線 3.10 6.00 6.00 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

64 H29 R4 二部中央橋
ニブチュウオウハシ

二部線 3.40 5.80 6.00 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

65 H29 R4 上河原橋
カミガワラハシ

岸本上野線 30.30 7.00 8.20 1 1987 鋼I桁橋 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

66 H29 R4 大平橋
オオナルキョウ

岸本上野線 103.00 6.50 7.70 2 1992 鋼箱桁橋 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

67 H29 R4 清原橋
キヨハラハシ

岸本上野線 42.10 8.50 9.70 1 1983 中空床版橋 Ⅱ Ⅰ - Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

68 H29 R4 鳥越橋
トリゴエハシ

岸本上野線 28.00 7.40 8.60 2 1986 中空床版橋 Ⅱ Ⅱ - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

69 H29 R4 大原上橋
オハラカミバシ

大原添谷線 29.50 7.00 8.20 1 1993 鋼H桁橋 Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

70 H29 R4 真野原橋
マノバラハシ

大原添谷線 31.00 7.00 8.20 1 1991 鋼H桁橋 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

71 H30 R4 三和橋
サンワハシ

立岩小町線 116.50 7.00 8.20 3 1984 鋼鈑桁橋 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

72 H30 R4 大坂大橋
オオサカオオハシ

大坂添谷線 99.50 7.00 8.20 1 2004 ﾜｰﾚﾝﾄﾗｽ橋 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

73 H30 R4 登山橋
トザンバシ

溝口金屋谷線 63.60 5.50 6.10 3 1934 RCアーチ橋 Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅲ

74 H30 R4 番原橋
バンハラバシ

番原7号線 47.00 5.00 6.20 1 2000 鋼I桁橋 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

75 H30 R4 小林橋
コバヤシバシ

丸山小林線 45.00 7.00 7.80 1 不明 RC床版橋 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

76 H30 R4 真野上橋
マノカミバシ

真野藍野線 34.10 5.00 6.20 1 1994 鋼I桁橋 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

77 H30 R4 真野橋
マノバシ

真野藍野線 30.80 4.20 4.90 1 1969 鋼鈑桁橋 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ

78 H30 R4 山陰橋
サンインバシ

溝口添谷線 29.80 4.00 4.60 1 1965 鋼鈑桁橋 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

79 H30 R4 屋敷橋
ヤシキハシ

口別所岸本原線 24.70 2.20 2.20 2 1975 鋼H桁橋 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

80 H30 R4 福永橋
フクナガバシ

大坂添谷線 23.90 5.00 5.70 1 1968 鋼鈑桁橋 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

81 H30 R4 清水橋
シミズハシ

久古岸本原線 21.70 3.00 3.70 1 1973 鋼H桁橋 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

82 H30 R4 三軒茶屋橋
サンゲンヂャヤハシ

上細見三軒茶屋線 16.70 4.50 5.30 1 1974 RCT桁橋

鋼H桁橋
Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ

83 H30 R4 吉長橋
ヨシナガハシ

駅前河岡線 12.70 5.60 6.40 1 不明 RCT桁橋 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

84 H30 R4 三反田橋
サンタンダバシ

船越線 10.50 3.00 3.72 1 1979 鋼H桁橋 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

85 H30 R4 畦高第1橋
アゼダカダイ１ハシ

畦高線 7.50 4.00 4.80 1 不明 RC床版橋 Ⅰ - - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

86 H30 R4 七百田橋
ナナヒャクタハシ

上ミ野上線 7.00 4.50 5.20 1 1975 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

87 H30 R4 根雨原2号橋
ネウハラ2ゴウバシ

根雨原大坂線 7.00 5.15 5.95 1 不明 RC床版橋 Ⅰ - - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

88 H30 R4 間賀2号橋
マガ2ゴウバシ

間賀線 6.80 3.00 3.60 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ

89 H30 R4 上鈩橋
カミダタラバシ

上鈩線 6.20 3.00 3.40 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

90 H30 R4 3号橋
３ゴウバシ

富江線 6.00 4.20 5.20 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

91 H30 R4 一の貝第1橋
イチノカイダイ１ハシ

福岡三区中央線 6.30 3.00 3.80 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

92 H30 R4 根雨原1号橋
ネウバラ１ゴウバシ

根雨原大坂線 6.10 6.20 7.00 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

93 H30 R4 1号橋
１ゴウバシ

富江線 6.35 4.20 5.20 1 不明 RC床版橋 Ⅰ - - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

94 H30 R4 下中祖
シモナカソ

橋
バシ

金屋谷３号線 6.40 2.50 2.80 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ
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上部構造

主桁 横桁 床版
（頂版）

径間
数

1巡目 2巡目

有効
幅員

(m)

全幅
員

(m)
橋長

(m)

健全性の診断　判定区分（Ⅰ～Ⅳ）

定期点検【２巡目】

架設
年次

構造
形式 道路橋

毎

下部
構造

（側壁）

支承部 その他

番号

点検年度

道路橋
フリガナ

名 路線名

95 H30 R4 無名橋２
ムメイバシ２

日野線 6.44 3.31 3.45 1 不明 ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ Ⅰ - - Ⅰ Ⅰ - Ⅰ

96 H30 R4 間賀1号橋
マガ１ゴウバシ

間賀線 6.70 3.00 3.60 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

97 H30 R4 県境橋
ケンキョウハシ

下モ野上線 6.75 4.00 4.60 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

98 H30 R4 無名橋３
ムメイバシ３

日野線 5.30 3.50 4.00 1 不明 RC床版橋 Ⅰ - - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

99 H30 R4 木橋
キバシ

谷中線 2.36 2.90 3.20 1 不明 ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ Ⅰ - - Ⅰ Ⅰ - Ⅱ

100 H30 R4 谷川橋
タニカワバシ

大倉線 5.20 4.10 4.80 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

101 H30 R4 無名橋５
ムメイバシ５

遠藤８号線 4.00 3.00 3.80 1 不明 PC床版橋 Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

102 H30 R4 床版橋
ショウバンバシ

三部野線 3.60 9.80 9.80 1 不明 ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ - Ⅱ

103 H30 R4 床版橋
ショウバンバシ

間賀線 3.00 3.80 3.80 1 不明 RC床版橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

104 H30 R4 床版橋
ショウバンバシ

溝口線 2.30 6.82 6.82 1 不明
RC床版橋

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ
Ⅱ - - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

105 H30 R4 無名橋１２
ムメイバシ１２

上細見４号線 2.30 6.89 6.89 1 不明
RC床版橋

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ
Ⅱ - - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅲ

106 H30 R4 無名橋１３
ムメイバシ１３

日野線 3.83 3.79 8.73 1 不明 ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ Ⅰ - - Ⅰ Ⅰ - Ⅱ

107 H30 R4 床版橋
ショウバンバシ

伯耆溝口停車場線 2.30 7.00 16.30 1 不明 ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ Ⅰ - - Ⅰ Ⅰ - Ⅰ

108 H30 R4 半川橋
ハンカワハシ

丸山下槙原線 50.00 6.50 7.30 2 1973 鋼H桁橋 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

109 H30 R4 大原橋
オオバラバシ

大倉大原線 25.00 5.20 6.40 1 1992 鋼I桁橋 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

110 H30 R4 高瀬
タカセ

橋
ハシ

大原添谷線 128.00 7.00 8.20 3 1997 鋼箱桁橋 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

111 H30 R4 華翠橋
カスイハシ

溝口坂長線 156.00 8.25 9.25 4 1996 鋼I桁橋 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

112 H30 R4 大坂新橋
オオサカシンハシ

南大山線 63.70 8.00 9.20 2 1997 鋼箱桁橋 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

113 H30 R4 嶺峰橋
レイホウハシ

大原添谷線 59.00 6.50 7.70 1 2004 鋼I桁橋 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

114 H30 R4 宝殿大橋
ホウデンオオハシ

大原添谷線 95.40 6.50 7.70 2 2006 鋼I桁橋 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

115 H30 R4 薬師
ヤクシ

大橋
オオハシ

大原添谷線 159.00 6.50 7.70 1 2004 ローゼ桁橋 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

116 H27 R2 大平原橋
タイヘイハラハシ

大平原金屋谷線 54.20 5.00 6.00 2 1988 PC箱桁橋 Ⅱ Ⅱ - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

117 H27 R2 真野
マノ

橋
ハシ

（２号
ゴウ

） 一本松幹線 46.60 7.00 8.05 3 1988 PC箱桁橋 Ⅱ - - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
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【資料Ⅱ】計画期間内の修繕時期

R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028)

1 上島下橋 町道 駅前河岡線 7.9 1994 32 R1 Ⅱ 3巡目点検

2 藤屋１号橋 町道 藤屋1号線 7.6 1964 60 R1 Ⅱ 3巡目点検

3 上島橋 町道 岸本停車場線 7.2 不明 45 R1 Ⅱ 3巡目点検

4 堂ノ前橋 町道 下モ野上線 6.2 1982 42 R1 Ⅰ 3巡目点検

5 無名橋４ 町道 遠藤6号線 4.3 不明 45 R1 Ⅱ 3巡目点検

6 宮原橋 町道 宮原1号線 4.1 不明 45 R1 Ⅱ 3巡目点検

7 床版橋 町道 谷川線 4.1 不明 45 R1 Ⅱ 3巡目点検

8 無名橋７ 町道 立岩小町線 3.6 不明 35 R1 Ⅰ 3巡目点検

9 無名橋１０ 町道 坂長22号線 2.2 不明 45 R1 Ⅰ 3巡目点検

10 無名橋１１ 町道 リバータウン1号線 2.9 不明 45 R1 Ⅱ 3巡目点検

11 宮原橋 町道 溝口宮原線 3.5 不明 45 R1 Ⅱ 3巡目点検

12 屋敷橋 町道 大倉線 3.9 不明 45 R1 Ⅱ 3巡目点検

13 無名橋８ 町道 遠藤6号線 3.5 不明 45 R1 Ⅱ 3巡目点検

14 山ノ神橋 町道 本谷原線 6.5 1972 45 R1 Ⅰ 3巡目点検

15 宮華橋 町道 二部線 14.6 1992 32 R3 Ⅱ

16 古川橋 町道 福岡三区中央線 14.4 1980 44 R3 Ⅱ 3巡目点検

17 大坂橋 町道 根雨原大坂線 14.0 1964 60 R3 Ⅱ 3巡目点検

18 間賀橋 町道 間賀線 13.6 1968 56 R3 Ⅱ 3巡目点検

19 船越橋 町道 船越線 13.5 1973 51 R3 Ⅱ 3巡目点検

20 才ノ木橋 町道 福岡三区中央線 13.0 1981 43 R3 Ⅱ 3巡目点検

21 大向橋 町道 林ヶ原真野線 11.9 1993 31 R3 Ⅰ 3巡目点検

22 三崎橋 町道 下モ野上線 12.0 1982 42 R3 Ⅱ 3巡目点検

23 丸山橋 町道 下モ野上線 12.0 1990 27 R3 Ⅰ 3巡目点検

24 上ノ名橋 町道 上の名線 11.8 1980 44 R3 Ⅱ 3巡目点検

25 百田橋 町道 畑池線 11.7 不明 45 R3 Ⅱ 3巡目点検

26 福吉橋 町道 福吉線 11.6 1966 58 R3 Ⅱ 3巡目点検

27 中河原橋 町道 船越線 10.9 1980 44 R3 Ⅱ 3巡目点検

28 中河原下橋 町道 駅前河岡線 10.7 1963 61 R3 Ⅱ 3巡目点検

29 山崎橋 町道 畑池線 10.7 不明 35 R3 Ⅰ 3巡目点検

30 間地中央橋 町道 間地３号線 10.6 不明 45 R3 Ⅱ 3巡目点検

31 金屋谷橋 町道 金屋谷上野線 10.5 1988 36 R3 Ⅰ 3巡目点検

32 中倉橋 町道 福岡三区中央線 10.4 1979 45 R3 Ⅱ 3巡目点検

33 畦高橋 町道 畦高線 10.2 1986 38 R3 Ⅱ 3巡目点検

34 宝殿橋 町道 金屋谷宝殿線 10.1 不明 55 R3 Ⅰ 3巡目点検

35 前田橋 町道 船越線 10.0 1979 45 R3 Ⅱ 3巡目点検

36 向田橋 町道 上の名線 9.2 1980 44 R3 Ⅰ 3巡目点検

37 荘中央橋 町道 荘３号線 9.0 不明 45 R3 Ⅱ 3巡目点検

38 上ミ三崎橋 町道 藤屋線 8.9 不明 35 R3 Ⅰ 3巡目点検

39 2号橋 町道 富江線 8.6 不明 45 R3 Ⅱ 3巡目点検

40 無名橋１ 町道 殿河内１号線 4.2 不明 45 R3 Ⅰ 3巡目点検

41 長瀬橋 町道 荘中祖線 8.0 1974 50 R3 Ⅱ 3巡目点検

42 古宮橋 町道 荘中央線 7.6 不明 35 R3 Ⅱ 3巡目点検

43 谷山橋 町道 荘線 6.0 不明 45 R3 Ⅱ 3巡目点検

44 大谷橋 町道 大倉線 5.0 不明 45 R3 Ⅱ 3巡目点検

45 谷川第1橋 町道 溝口宮原線 4.0 不明 45 R3 Ⅱ 3巡目点検

46 無名橋6 町道 上細見三軒茶屋線 3.8 不明 45 R3 Ⅱ 3巡目点検

47 床版橋 町道 白水線 3.5 不明 45 R3 Ⅱ 3巡目点検

48 無名橋9 町道 上細見3号線 3.2 不明 35 R3 Ⅱ 3巡目点検

49 吉長歩道橋 町道 駅前河岡線 8.9 不明 45 R3 Ⅱ 3巡目点検

50 楽楽福橋 町道 荘中祖1号線 150.0 1996 28 R4 Ⅱ 3巡目点検

51 昭和橋 町道 荘中祖線 75.6 1971 53 R4 Ⅱ 3巡目点検

52 岩崎橋 町道 荘中祖線 36.8 1990 34 R4 Ⅱ 3巡目点検

53 父原橋 町道 父原荘線 35.6 1999 25 R4 Ⅱ 3巡目点検

54 柳橋 町道 二部三部線 34.6 2003 21 R4 Ⅱ 3巡目点検

55 三部橋 町道 三部線 29.6 1982 42 R4 Ⅲ 3巡目点検

56 中島橋 町道 福吉線 27.8 1969 55 R4 Ⅱ 3巡目点検

57 畑池橋 町道 二部線 26.0 1962 62 R4 Ⅲ 3巡目点検

58 杢田橋 町道 杢田線 22.9 1974 50 R4 Ⅱ 3巡目点検

59 畑中橋 町道 畑池線 22.8 1978 46 R4 Ⅱ 3巡目点検

60 間地川橋 町道 間地1号線 12.2 1980 44 R4 Ⅲ 3巡目点検

61 寺の奧橋 町道 本谷原線 4.0 不明 45 R4 Ⅱ 3巡目点検

62 東三部橋 町道 東三部3号線 5.5 不明 45 R4 Ⅱ 3巡目点検

63 二部第三橋 町道 二部線 3.1 不明 55 R4 Ⅱ 3巡目点検

64 二部中央橋 町道 二部線 3.4 不明 55 R4 Ⅱ 3巡目点検

65 上河原橋 町道 岸本上野線 30.3 1987 37 R4 Ⅱ 3巡目点検

：補修対象橋梁（健全度Ⅲ）

：補修対象橋梁（健全度Ⅱ以下）

対策の内容・時期最新
点検
年次

判定
区分

：供用年数推定

橋梁名番号
道路
種別

路線名
橋長
(m)

架設
年度

供用
年数
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R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028)

対策の内容・時期最新
点検
年次

判定
区分

橋梁名番号
道路
種別

路線名
橋長
(m)

架設
年度

供用
年数

66 大平橋 町道 岸本上野線 103.0 1992 32 R4 Ⅱ 3巡目点検

67 清原橋 町道 岸本上野線 42.1 1983 41 R4 Ⅱ 3巡目点検

68 鳥越橋 町道 岸本上野線 28.0 1986 38 R4 Ⅱ 3巡目点検

69 大原上橋 町道 大原添谷線 29.5 1993 31 R4 Ⅱ 3巡目点検

70 真野原橋 町道 大原添谷線 31.0 1991 32 R4 Ⅱ 3巡目点検

71 三和橋 町道 立岩小町線 116.5 1984 40 R4 Ⅱ 3巡目点検

72 大坂大橋 町道 大坂添谷線 99.5 2004 20 R4 Ⅱ 3巡目点検

73 登山橋 町道 溝口金屋谷線 63.6 1934 90 R4 Ⅲ 3巡目点検

74 番原橋 町道 番原7号線 47.0 2000 24 R4 Ⅰ 3巡目点検

75 小林橋 町道 丸山小林線 45.0 不明 55 R4 Ⅱ 3巡目点検

76 真野上橋 町道 真野藍野線 34.1 1994 30 R4 Ⅰ 3巡目点検

77 真野橋 町道 真野藍野線 30.8 1969 55 R4 Ⅱ 3巡目点検

78 山陰橋 町道 溝口添谷線 29.8 1965 59 R4 Ⅱ 3巡目点検

79 屋敷橋 町道 口別所岸本原線 24.7 1975 49 R4 Ⅱ 3巡目点検

80 福永橋 町道 大坂添谷線 23.9 1968 56 R4 Ⅱ 3巡目点検

81 清水橋 町道 久古岸本原線 21.7 1973 46 R4 Ⅱ 3巡目点検

82 三軒茶屋橋 町道 上細見三軒茶屋線 16.7 1974 50 R4 Ⅱ 3巡目点検

83 吉長橋 町道 駅前河岡線 12.7 不明 45 R4 Ⅱ 3巡目点検

84 三反田橋 町道 船越線 10.5 1979 45 R4 Ⅱ 3巡目点検

85 畦高第1橋 町道 畦高線 7.5 不明 35 R4 Ⅰ 3巡目点検

86 七百田橋 町道 上ミ野上線 7.0 1975 49 R4 Ⅱ 3巡目点検

87 根雨原2号橋 町道 根雨原大坂線 7.0 不明 35 R4 Ⅰ 3巡目点検

88 間賀2号橋 町道 間賀線 6.8 不明 45 R4 Ⅱ 3巡目点検

89 上鈩橋 町道 上鈩線 6.2 不明 35 R4 Ⅱ 3巡目点検

90 3号橋 町道 富江線 6.0 不明 45 R4 Ⅱ 3巡目点検

91 一の貝第1橋 町道 福岡三区中央線 6.3 不明 45 R4 Ⅱ 3巡目点検

92 根雨原1号橋 町道 根雨原大坂線 6.1 不明 45 R4 Ⅱ 3巡目点検

93 1号橋 町道 富江線 6.4 不明 35 R4 Ⅰ 3巡目点検

94 下中祖橋 町道 金屋谷３号線 6.4 不明 45 R4 Ⅱ 3巡目点検

95 無名橋２ 町道 日野線 6.4 不明 45 R4 Ⅰ 3巡目点検

96 間賀1号橋 町道 間賀線 6.7 不明 45 R4 Ⅱ 3巡目点検

97 県境橋 町道 下モ野上線 6.8 不明 45 R4 Ⅱ 3巡目点検

98 無名橋３ 町道 日野線 5.3 不明 35 R4 Ⅰ 3巡目点検

99 木橋 町道 谷中線 2.4 不明 35 R4 Ⅰ 3巡目点検

100 谷川橋 町道 大倉線 5.2 不明 45 R4 Ⅱ 3巡目点検

101 無名橋５ 町道 遠藤８号線 4.0 不明 55 R4 Ⅰ 3巡目点検

102 床版橋 町道 三部野線 3.6 不明 45 R4 Ⅱ 3巡目点検

103 床版橋 町道 間賀線 3.0 不明 45 R4 Ⅱ 3巡目点検

104 床版橋 町道 溝口線 2.3 不明 45 R4 Ⅱ 3巡目点検

105 無名橋１２ 町道 上細見４号線 2.3 不明 35 R4 Ⅱ 3巡目点検

106 無名橋１３ 町道 日野線 3.8 不明 35 R4 Ⅰ 3巡目点検

107 床版橋 町道 伯耆溝口停車場線 2.3 不明 35 R4 Ⅰ 3巡目点検

108 半川橋 町道 丸山下槙原線 50.0 1973 51 R4 Ⅱ 3巡目点検

109 大原橋 町道 大倉大原線 25.0 1992 32 R4 Ⅱ 3巡目点検

110 高瀬橋 町道 大原添谷線 128.0 1997 28 R4 Ⅱ 3巡目点検

111 華翠橋 町道 溝口坂長線 156.0 1996 28 R4 Ⅱ 3巡目点検

112 大坂新橋 町道 南大山線 63.7 1997 27 R4 Ⅱ 3巡目点検

113 嶺峰橋 町道 大原添谷線 59.0 2004 21 R4 Ⅱ 3巡目点検

114 宝殿大橋 町道 大原添谷線 95.4 2006 18 R4 Ⅱ 3巡目点検

115 薬師大橋 町道 大原添谷線 159.0 2004 20 R4 Ⅱ 3巡目点検

116 大平原橋 町道 大平原金屋谷線 54.2 1988 35 R2 Ⅱ 3巡目点検

117 真野橋（２号） 町道 一本松幹線 46.6 1988 35 R2 Ⅱ 3巡目点検

合　　計　　（ 千 円 ） 16,105 16,105 9,475 39,732 20,972

対策年

No. 橋梁名 No. 橋梁名 No. 橋梁名 No. 橋梁名 No. 橋梁名

73 登山橋 24 上ノ名橋 5 無名橋４

57 畑池橋 63 二部第三橋 7 床版橋

80 福永橋 26 福吉橋

82 三軒茶屋橋 27 中河原橋

28 中河原下橋

91 一の貝第１橋

108 半川橋

R6（2024） R7（2025） R8（2026） R9（2027） R10（2028）

修繕橋梁

※健全度Ⅱ以下の橋梁補修については、直近の点検結果を基に補修計画を適宜策定・調整する。

※赤文字は、健全度Ⅲの橋梁

9



【資料Ⅲ】各橋梁の対策内容と対策費用

57_畑池橋 健全度 Ⅲ 【点検年月：令和4年9月】

１径間 橋面 １径間 床版下面

Ａ１橋台 Ｐ１橋脚

A1 P1

下流側 A1-P1 上流側 P1-A2

写真番号11
防護柵
腐食-ⅳ
防食機能の劣化-ⅲ

A1 P1

写真番号1
主桁0101～0601
漏水・遊離石灰-ⅲ

写真番号2
主桁0501
変形・欠損-ⅱ

写真番号3
主桁2301
変形・欠損-ⅱ

写真番号4
A1橋台、伸縮装置
漏水・滞水-ⅲ
漏水・遊離石灰-ⅱ

写真番号5、6
P1橋脚
ひびわれ-ⅲ
(最大W=5.0㎜)
漏水・遊離石灰-ⅲ

写真番号7
P1橋脚、伸縮装置
漏水・滞水-ⅲ

写真番号8
P1橋脚
剥離・鉄筋露出-ⅲ

写真番号10
地覆
変形・欠損-ⅲ

写真番号9
地覆
ひびわれ-ⅲ
(最大W=5.0㎜)

写真番号12
舗装
舗装の異常-ⅲ

写真番号13
舗装
路面の凹凸-ⅲ
(H=70.0㎜)

写真番号14
舗装
舗装の異常-ⅲ

舗装
土砂詰まり

T-ⅲ

U

U

欠損

欠損

陥没

植生

陥没

※主桁全体的 Y-ⅱ

R-ⅲ

T-ⅲ

C

欠損

F-ⅳ、Br-ⅲ

H

２径間 橋面 ２径間 床版下面

Ａ２橋台

P1
A2

P1
A2写真番号19

防護柵
腐食-ⅳ
防食機能の劣化-ⅲ

写真番号15
主桁0102～0502
漏水・遊離石灰-ⅱ

写真番号17
地覆
剥離・鉄筋露出-ⅱ
うき-ⅲ

舗装
土砂詰まり

※主桁全体的 Y-ⅱ

写真番号16
A2橋台、伸縮装置
漏水・滞水-ⅲ
漏水・遊離石灰-ⅱ

写真番号17
防護柵
亀裂-ⅱ

写真番号18
地覆
漏水・遊離石灰-ⅱ

写真番号20
舗装
舗装の異常-ⅲ

F-ⅳ、Br-ⅲ

U
欠損 欠損

欠損

欠損
欠損

U

U

< 凡 例 >

青

赤

黒

緑補修済

新 規

進展あり

進展なし
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【諸元】 概算工事費（諸経費込み）

架設年次 橋長 幅員 単位 補修数量 単価(千円) 補修費(千円)

1962年 26.0m 7.8m m 0 13.272 0

橋梁形式 m3 0 2,303 0

m2 0 7.538 0

m2 0 5.552 0

0

m 3.3 13.272 44 (P1)

【損傷概要】 m3 0.0168 2,303 39 (P1)

m2 50 7.538 377

m2 0 1.987 0

459

m2 203 6.775 1,375

m 25.0 65.919 1,648

3,483 (千円)

5割増補修費 5,224 (千円)

5,224

1,427
式 27.32 1,427
式 1 6,651
式 1 64.97 4,321
式 1 10,972
式 1 20.85 2,288
式 1 13,260

合計 13,260 (千円)

項目

主
桁
・
床
版

ひび割れ注入

断面修復

PC床版橋、重力式橋台、壁式橋脚 表面保護

吊り足場

計

橋
台

ひび割れ注入

断面修復

主桁に一部つらら状の遊離石灰が生じており、
局部的に錆汁の混入が確認される。橋台及び橋
脚に伸縮部からと思われる漏水、橋脚に複数の
鉄筋露出、上流側に著しいひびわれ及び遊離石
灰を伴うひびわれが認められる。地覆に欠損に
よる支柱基部の露出、路面にH=70.0㎜の段差あ
り。

表面保護

枠組足場

計

橋面防水・舗装打ち替え

弾性シール材充填

補修費

補修費

共通仮設費

　共通仮設費（率計上） 橋梁保全工事　地方部影響なし

純工事費

　現場管理費 橋梁保全工事　地方部影響なし

工事原価

　一般管理費

工事価格
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73_登山橋 健全度 Ⅲ 【点検年月：令和4年11月】

１径間 橋面 １径間 床版下面/側面

Ａ１橋台
Ｐ１橋脚

A1 P1

下流側 A1-P1

写真番号1
主桁0101
ひびわれ-ⅲ
(最大W=2.2㎜)

写真番号5
A1橋台
ひびわれ-ⅲ
(最大W=3.0㎜)

写真番号7
高欄
うき-ⅲ A1 P1

上流側 P1-P2

T-ⅲ

T-ⅲ

T-ⅲT-ⅲ

(W=0.5㎜)

(W=0.4㎜)

J-ⅱ

T-ⅲ T-ⅲT-ⅲ

R-ⅱ
Y-ⅱ

写真番号2
主桁0101
剥離・鉄筋露出-ⅲ
うき-ⅲ

写真番号3
主桁0401
剥離・鉄筋露出-ⅲ
うき-ⅲ

(W=0.2㎜)

写真番号4
床版0101
ひびわれ-ⅱ
漏水・遊離石灰-ⅱ

(W=2.0㎜)
(W=2.0㎜)

CY-ⅱ

J-ⅱ

欠損-ⅱ

写真番号6
A1橋台
うき-ⅲ

写真番号8
高欄
ひびわれ-ⅱ
漏水・遊離石灰-ⅱ

写真番号10
舗装
舗装の異常-ⅲ
(W=40.0㎜)

写真番号9
親柱
防食機能の劣化-ⅱ

Br-ⅱ

R-ⅱ
Y-ⅱ

(W=10.0㎜)

U-ⅲ

２径間 橋面

アーチ上面

アーチ下面

P1 P2

Ｐ２橋脚

下流側 P1-P2 上流側 P2-A2

P1 P2

P1 P2

U-ⅲ

写真番号27
支材0102
剥離・鉄筋露出-ⅲ
うき-ⅲ

写真番号28
支材0202
剥離・鉄筋露出-ⅲ
うき-ⅲ

写真番号29
支材0302
その他(施工不良)-ⅱ

写真番号30
支材0402
剥離・鉄筋露出-ⅲ
うき-ⅲ

T-ⅲ T-ⅲ
U-ⅲ

写真番号31
P2橋脚
剥離・鉄筋露出-ⅲ

T-ⅲ

写真番号32
P2橋脚
ひびわれ-ⅲ
(W=0.45㎜)

T-ⅲ
U-ⅲ
CY-ⅱ

(W=2.0㎜)

写真番号33
P2橋脚
漏水・遊離石灰-ⅱ

写真番号34
地覆
剥離・鉄筋露出-ⅱ
うき-ⅲ

写真番号35
高欄
剥離・鉄筋露出-ⅱ

写真番号36
高欄
剥離・鉄筋露出-ⅲ

※高欄全体的：U-ⅲ、H-ⅱ・T-ⅲ複数
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２径間 床版下面/側面

P1 P2

写真番号12
補剛桁0102
うき-ⅲ

写真番号12
補剛桁0102
剥離・鉄筋露出-ⅲ T-ⅲ

U-ⅲ

T-ⅲ
U-ⅲ

R-ⅱ
T-ⅲ

H-ⅱ
J-ⅱ

T-ⅲ
T-ⅲ
U-ⅲ

T-ⅲ
U-ⅲ

U-ⅲ T-ⅲ T-ⅲ T-ⅲ U-ⅲ
H-ⅱ

T-ⅲ T-ⅲ

写真番号13
補剛桁0202
剥離・鉄筋露出-ⅲ

※外横桁、張出床版全体：R-ⅱ、CY-ⅱ～ⅲ

写真番号14
横桁0102
剥離・鉄筋露出-ⅲ

写真番号15
横桁0102
ひびわれ-ⅱ
漏水・遊離石灰-ⅲ

T-ⅲ

T-ⅲ

T-ⅲ

T-ⅲ T-ⅲ

T-ⅲ

T-ⅲ

T-ⅲ

T-ⅲ

U-ⅲ
H-ⅱ

写真番号18
床版0102
剥離・鉄筋露出-ⅲ
うき-ⅲ

T-ⅲ

U-ⅲ
H-ⅱ

CY-ⅱ
U-ⅲ

R-ⅱ
Y-ⅱ

U-ⅲ

写真番号11
補剛桁0102、床版0102
ひびわれ-ⅲ
(最大W=0.4㎜)

写真番号19
床版0302
剥離・鉄筋露出-ⅲ
うき-ⅲ

写真番号17
床版0102
ひびわれ-ⅱ
漏水・遊離石灰-ⅲ

写真番号16
横桁0802
ひびわれ-ⅱ
漏水・遊離石灰-ⅱ
剥離・鉄筋露出-ⅲ

T-ⅲ
CY-ⅱ

T-ⅲ

(W=0.25㎜)

(W=0.2㎜)

張出床版：T-ⅲ多数

U-ⅲ

写真番号20
床版0302
剥離・鉄筋露出-ⅲ

写真番号21
アーチリブ0102
剥離・鉄筋露出-ⅲ

土砂詰まり-ⅱ

写真番号22
支柱102
剥離・鉄筋露出-ⅲ
うき-ⅲ

写真番号23
支柱103
剥離・鉄筋露出-ⅲ
うき-ⅲ

T-ⅲ
U-ⅲ

H-ⅱ

T-ⅲ

写真番号24
支柱201
ひびわれ-ⅲ
(W=0.45㎜)

U-ⅲ
U-ⅲ

写真番号25
支柱204
剥離・鉄筋露出-ⅲ

U-ⅲ
H-ⅱ

T-ⅲ

写真番号26
支柱206
ひびわれ-ⅲ
(W=0.6㎜)

３径間 橋面 ３径間 床版下面

Ａ２橋台

写真番号38
主桁0103
ひびわれ-ⅲ
(最大W=1.7㎜)

A2P2

A2P2

写真番号37
主桁0103
剥離・鉄筋露出-ⅲ
うき-ⅲ

(W=0.4㎜)

T-ⅲ

T-ⅲ
T-ⅲ

T-ⅲ

写真番号39
主桁0403
剥離・鉄筋露出-ⅲ

写真番号40
床版0503
剥離・鉄筋露出-ⅲ

写真番号41
床版0503
うき-ⅲ

写真番号42
床版0503
ひびわれ-ⅱ
漏水・遊離石灰-ⅱ

写真番号43
A2橋台
ひびわれ-ⅲ
(W=24.0㎜)

T-ⅲCY-ⅱ

T-ⅲ T-ⅲ(W=0.2㎜)

T-ⅲCY-ⅱ

T-ⅲ

T-ⅲ

T-ⅲ

U-ⅱ

写真番号44
高欄
剥離・鉄筋露出-ⅱ
うき-ⅲ

写真番号45
高欄
ひびわれ-ⅱ
漏水・遊離石灰-ⅱ
防食機能の劣化-ⅱ

写真番号46
親柱
防食機能の劣化-ⅱ

Br-ⅱCY-ⅱ Br-ⅱ

U-ⅲ
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【諸元】 概算工事費（諸経費込み）

架設年次 橋長 幅員 単位 補修数量 単価(千円) 補修費(千円)

1934年 63.6m 6.1m m 4.0 13.272 53
橋梁形式 m3 1.2 2,303 2,763

m2 400 7.538 3,015

m2 388.0 5.552 2,154
7,986

2.7 13.272 36 (A1)

2.4 13.272 32 (A2)

2.3 13.272 31 (P2)

m3 0.01 2,303 23 (A1)

【損傷概要】 m3 0.08 2,303 184 (P2)

m2 25 7.538 188

m2 0 1.987 0
494

m2 0 6.775 0
m 0 65.919 0

8,480 (千円)

5割増補修費 12,720 (千円)

12,720

2,660
式 20.91 2,660
式 1 15,380
式 1 55.33 8,509
式 1 23,889
式 1 18.99 4,537
式 1 28,426

合計 28,426 (千円)

項目

主
桁
・
床
版

ひび割れ注入

断面修復

RCｱｰﾁ橋,逆T式橋台,ﾗｰﾒﾝ橋脚 表面保護

吊り足場

計

橋
台
・
橋
脚上部工に最大W=2.2㎜のひびわれ、鉄筋露出、

うき、一部つらら状の遊離石灰を伴うひびわれ
等が複数生じている。また、各橋台に最大
W=24.0㎜のひびわれ、舗装に最大=40.0㎜のひ
びわれが複数見られる。地覆側面及び高欄全体
的にうき及び剥離等が認められる。

表面保護

枠組足場

計

橋面防水・舗装打ち替え

弾性シール材充填

断面修復

ひび割れ注入

補修費

補修費

共通仮設費

m

工事原価

　一般管理費

工事価格

　共通仮設費（率計上） 橋梁保全工事　地方部影響なし

純工事費

　現場管理費 橋梁保全工事　地方部影響なし
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24_上ノ名橋 健全度 Ⅱ 【点検年月：令和4年2月】

【諸元】 概算工事費（諸経費込み）

架設年次 橋長 幅員 単位 補修数量 単価(千円) 補修費(千円)

1980年 11.8m 5.0m m 76.0 13.272 1,009
橋梁形式 m3 0 2,303 0

m2 75.3 7.538 568

m2 0 5.552 0
1,576

14.3 190 (A1)

19.5 259 (A2)

【損傷概要】 m3 0 2,303 0

m2 0 7.538 0

m2 0 1.987 0
449

m2 47.2 6.775 320
m 8.0 65.919 527

2,872 (千円)

5割増補修費 4,308 (千円)

4,308

1,177
式 27.32 1,177
式 1 5,485
式 1 64.97 3,564
式 1 9,049
式 1 21.31 1,928
式 1 10,977

合計 10,977 (千円)

ﾌﾟﾚﾃﾝ中空床版橋、重力式橋台 表面保護

吊り足場

計

13.272m

項目

主
桁
・
床
版

ひび割れ注入

断面修復

断面修復

主桁の広範囲に一部錆汁を伴う遊離石灰、複数
のひびわれ、剥離が生じている。両橋台に伸縮
部からと思われる漏水、複数のわれ、遊離石灰
を伴うひびわれ、施工不良による開きが確認さ
れる。舗装全体にひびわれ、防護柵に局部的な
変形及び一部孔食を伴う腐食あり。

表面保護

枠組足場

計

橋面防水・舗装打ち替え

橋
台

ひび割れ注入

弾性シール材充填

補修費

補修費

　共通仮設費（率計上） 橋梁保全工事　地方部影響なし

共通仮設費

純工事費

　現場管理費 橋梁保全工事　地方部影響なし

工事原価

　一般管理費

工事価格

凡 例

漏水

ひびわれ

うき

剥離

剥落

鉄筋露出

遊離石灰

腐食

防食機能の劣化

豆板

ひびわれを伴う遊離石灰

Br

CY

HT

T

Y

F

J

R

C

U

H

橋面 床版下面

Ａ１橋台 Ａ２橋台

A2A1 A2A1

R-Ⅱ
(W=0.2㎜)

(W=0.4㎜)

(W=0.3㎜)
(W=0.2㎜)

(W=0.3㎜)
(W=0.3㎜)

(W=0.4㎜)

(W=0.4㎜) (W=0.2㎜)(W=0.3㎜) (W=0.4㎜)
(W=0.2㎜) (W=0.4㎜)

(W=0.2㎜)

R-Ⅱ

R-Ⅱ

CY-Ⅱ

CY-Ⅱ
CY-Ⅱ

CY-Ⅱ

CY-Ⅱ

(W=0.3㎜)
(W=0.5㎜)

(W=0.5㎜)

(W=0.4㎜)

(W=0.9㎜)

(W=0.5㎜)

(W=0.4㎜)

(W=2.0㎜)(W=1.7㎜)

施工不良-Ⅱ
(開き)

写真番号15
主桁0101～0601
その他
漏水・遊離石灰-Ⅱ
※進展なし

写真番号16
主桁0101～0601
ひびわれ-Ⅱ
(最大W=0.4㎜)
その他
漏水・遊離石灰-Ⅱ
※進展あり

写真番号17
主桁0701～1001
ひびわれ-Ⅱ
(最大W=0.4㎜)
その他
漏水・遊離石灰-Ⅱ
※進展あり

写真番号18
主桁1101～1401
ひびわれ-Ⅱ
(最大W=0.4㎜)
その他
漏水・遊離石灰-Ⅱ
※進展あり

写真番号19
主桁1401
その他
剥離・鉄筋露出-Ⅱ
※新規

写真番号21
A1橋台
ひびわれ-Ⅱ
(最大W=2.0㎜)
※進展あり
その他
漏水・遊離石灰-Ⅱ
※進展なし
その他(施工不良)-Ⅱ
※新規

写真番号20
A1橋台、伸縮装置
その他
漏水・滞水-Ⅱ
※進展あり

写真番号22
A2橋台
ひびわれ-Ⅱ
(最大W=0.9㎜)
その他
漏水・遊離石灰-Ⅱ
※進展あり

写真番号24
防護柵
その他
変形・欠損-Ⅱ
※新規

写真番号23
防護柵
その他
防食機能の劣化-Ⅱ
※進展あり

写真番号25
防護柵
腐食-Ⅱ
その他
防食機能の劣化-Ⅱ
※進展あり

写真番号26
舗装
その他
舗装の異常-Ⅱ
(最大W=5.0㎜)
※進展あり

写真番号27
舗装
その他
舗装の異常-Ⅱ
(最大W=2.0㎜)
※進展あり

亀甲状のひびわれ
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63_二部第三橋 健全度 Ⅱ 【点検年月：令和4年8月】

【諸元】 概算工事費（諸経費込み）

架設年次 橋長 幅員 単位 補修数量 単価(千円) 補修費(千円)

不明 3.1m 6.0m m 0 13.272 0
橋梁形式 m3 0.134 2,303 309

m2 0 7.538 0

m2 0 5.552 0
309

m 0 13.272 0

【損傷概要】 m3 0 2,303 0

m2 0 7.538 0

m2 0 1.987 0
0

m2 0 6.775 0
m 12.0 65.919 791

1,100 (千円)

5割増補修費 1,649 (千円)

1,649

451
式 27.32 451
式 1 2,100
式 1 64.97 1,365
式 1 3,465
式 1 22.72 787
式 1 4,252

合計 4,252 (千円)

項目

主
桁
・
床
版

ひび割れ注入

断面修復

RC床版橋、逆T式橋台 表面保護

吊り足場

計

橋
台

ひび割れ注入

断面修復

床版に剥離、鉄筋露出及びうきが複数生じてい
る。両橋台に遊離石灰、漏水、桁下の添架物に
孔食を伴う腐食、欠損が見られる。

表面保護

枠組足場

計

橋面防水・舗装打ち替え

弾性シール材充填

補修費

補修費

共通仮設費

　共通仮設費（率計上） 橋梁保全工事　地方部影響なし

純工事費

　現場管理費 橋梁保全工事　地方部影響なし

工事原価

　一般管理費

工事価格

橋面 床版下面

Ａ１橋台 Ａ２橋台

A1 A2

写真番号12
床版0101
剥離・鉄筋露出-Ⅱ
うき-Ⅱ

H-ⅡT-ⅡU-Ⅱ

< 凡 例 >

青

赤

黒

緑補修済

新 規

進展あり

進展なし

A1 A2

写真番号13
床版0101
剥離・鉄筋露出-Ⅱ
うき-Ⅱ

H-Ⅱ
T-ⅡU-Ⅱ

写真番号14
A1橋台、伸縮装置
漏水・滞水-Ⅱ
漏水・遊離石灰-Ⅱ

写真番号15
A2橋台
漏水・遊離石灰-Ⅱ

Br-Ⅱ

写真番号16
添架物
腐食-Ⅱ
防食機能の劣化-Ⅱ
変形・欠損-Ⅱ
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80_福永橋 健全度 Ⅱ 【点検年月：令和5年3月】

【諸元】 概算工事費（諸経費込み）

架設年次 橋長 幅員 単位 補修数量 単価(千円) 補修費(千円)

1968年 23.9m 5.7m m2 0 5.932 0
橋梁形式 m 0 13.272 0

m3 0.61 2,303 1,405

m2 135.0 7.538 1,018

m2 136.2 5.552 756
3,179

1.2 13.272 16 (A1)
6.7 13.272 89 (A2)

【損傷概要】 m3 0 2,303 0

m2 0 7.538 0

m2 79.8 1.987 159
263

m2 0 6.775 0
m 11.4 65.919 751

4,193 (千円)

5割増補修費 6,290 (千円)

6,290

1,690
式 26.87 1,690
式 1 7,980
式 1 63.26 5,048
式 1 13,028
式 1 20.44 2,663
式 1 15,691

合計 15,691 (千円)

項目

主
桁
・
床
版

鋼材再塗装(RC-Ⅲ)

ひび割れ注入

鋼I桁橋、重力式橋台 断面修復

表面保護

吊り足場

計

橋
台
・
橋
脚

断面修復

主桁に腐食、局部的に遊間の異常による胸壁と
の接触が生じている。張出床版全体に複数の鉄
筋露出及びうき等が生じている。胸壁に最大
W=0.6㎜の複数のひびわれ、支承に腐食による
機能障害及びボルトのゆるみが認められる。舗
装にうき、親柱にうき及びW=3.0㎜のひびわれ
あり。

表面保護

枠組足場

計

橋面防水・舗装打ち替え

弾性シール材充填

ひび割れ注入

補修費

補修費

共通仮設費

m

工事原価

　一般管理費

工事価格

　共通仮設費（率計上） 橋梁保全工事　地方部影響なし

純工事費

　現場管理費 橋梁保全工事　地方部影響なし

A1 A2

Ａ１橋台

橋面

Ａ２橋台

床版下面

写真番号7
A1橋台
ひびわれ-ⅲ
(W=0.4㎜)

A1 A2

写真番号1
支承0101
支承の機能障害-ⅲ

写真番号2
主桁0101
遊間の異常-ⅲ

写真番号6
床版0401
剥離・鉄筋露出-ⅲ
うき-ⅲ

写真番号3
主桁0301
腐食-ⅱ
防食機能の劣化-ⅲ

写真番号4
床版0101
剥離・鉄筋露出-ⅲ
うき-ⅲ

写真番号5
床版0401
ひびわれ-ⅱ
漏水・遊離石灰-ⅱ

写真番号3
主桁0301
腐食-ⅱ
防食機能の劣化-ⅲ

写真番号8
A1橋台
土砂詰まり-ⅲ

写真番号9
A2橋台
ひびわれ-ⅲ
(W=0.6㎜)

写真番号10
支承0103
支承の機能障害-ⅲ
うき-ⅲ

写真番号1
主桁0101
腐食-ⅱ
防食機能の劣化-ⅱ

写真番号12
支承0201
支承の機能障害-ⅲ

写真番号11
支承0103
ゆるみ・脱落-ⅱ

写真番号13
親柱
うき-ⅲ

写真番号14
親柱
ひびわれ-ⅲ
(W=3.0㎜)

写真番号15
舗装
舗装の異常-ⅲ

写真番号16
添架物
変形・欠損-ⅱ
その他（破損）-ⅱ

写真番号16
添架物
防食機能の劣化-ⅲ

張出床版：T-ⅲ、U-ⅲ多数

F-ⅱ、Br-ⅲ

F-ⅱ、Br-ⅱ
F-ⅱ、Br-ⅱBr-ⅱ

Br-ⅱ

F-ⅱ、Br-ⅲ

F-ⅱ、Br-ⅱ F-ⅱ、Br-ⅱ

支承の機能障害-ⅲ 支承の機能障害-ⅲ

R-ⅱ
R-ⅱ R-ⅱ

(W=0.3㎜)
(W=0.4㎜)

(W=0.3㎜)

U
U

排水ます：土砂詰まり

舗装
舗装の異常

欠損-ⅱ

欠損-ⅱ欠損-ⅱ

欠損-ⅱ
U-ⅲ

Br-ⅱ

Br-ⅱ変形-ⅱ 変形-ⅱ変形-ⅱ

U-ⅲ

U-ⅲ

Br-ⅱ

U-ⅲ

U-ⅲ
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82_三軒茶屋橋 健全度 Ⅱ 【点検年月：令和5年2月】

【諸元】 概算工事費（諸経費込み）

架設年次 橋長 幅員 単位 補修数量 単価(千円) 補修費(千円)

1974年 16.7m 5.3m m2 0 5.932 0
橋梁形式 m 9.5 13.272 126

m3 0.01 2,303 23

m2 0 7.538 0

m2 88.5 5.552 491
640

m 0 13.272 0

【損傷概要】 m3 0 2,303 0

m2 0 7.538 0

m2 0 1.987 0
0

m2 0 6.775 0
m 25.1 65.919 1,655

2,295 (千円)

5割増補修費 3,443 (千円)

3,443

941
式 27.32 941
式 1 4,384
式 1 64.97 2,848
式 1 7,232
式 1 21.84 1,580
式 1 8,812

合計 8,812 (千円)

項目

主
桁
・
床
版

鋼材再塗装(RC-Ⅲ)

ひび割れ注入

RCT桁橋＋鋼H型橋、重力式橋台 断面修復

表面保護

吊り足場

計

橋
台
・
橋
脚

ひび割れ注入

断面修復

主桁に最大W=0.2㎜のひびわれが複数生じてい
る。床版に局部的な鉄筋露出、A2橋台にW=0.5㎜
のひびわれ、支承に腐食による機能障害が見られ
る。

表面保護

枠組足場

計

橋面防水・舗装打ち替え

弾性シール材充填

補修費

補修費

共通仮設費

　共通仮設費（率計上） 橋梁保全工事　地方部影響なし

純工事費

　現場管理費 橋梁保全工事　地方部影響なし

工事原価

　一般管理費

工事価格

橋面 床版下面

Ａ１橋台 Ａ２橋台

拡幅部

A1
A2 A1

A2

R-ⅲ

橋面 床版下面

Ａ１橋台 Ａ２橋台

A1 A2

写真番号1
主桁0101
ひびわれ-ⅱ
(最大W=0.2㎜)

R-ⅲ

標準部

A1

A2

(W=0.2㎜)

(W=0.2㎜)

R-ⅲ

劣化-ⅲ
劣化-ⅲ

排水ます
土砂詰まり

写真番号2
主桁0201
ひびわれ-ⅱ
(最大W=0.2㎜)

写真番号3
床版0301
剥離・鉄筋露出-ⅲ

写真番号4
A2橋台
ひびわれ-ⅲ
(W=0.5㎜)

写真番号5
支承0102
支承の機能障害-ⅲ 写真番号5

支承0202
支承の機能障害-ⅲ

支承の機能障害-ⅲ 支承の機能障害-ⅲ
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5_無名橋４ 健全度 Ⅱ 【点検年月：令和元年7月】

【諸元】 概算工事費（諸経費込み）

架設年次 橋長 幅員 単位 補修数量 単価(千円) 補修費(千円)

不明 4.30m 5.20m m 3.5 13.272 46
橋梁形式 m3 0.07 2,303 161

m2 0 7.538 0

m2 0 5.552 0
208

3.5 46 (A1)
1.8 24 (A2)

【損傷概要】 m3 0 2,303 0

m2 0 7.538 0

m2 0 1.987 0
70

m2 0 6.775 0
m 10.6 65.919 699

977 (千円)

5割増補修費 1,465 (千円)

1,465

400
式 27.32 400
式 1 1,865
式 1 64.97 1,212
式 1 3,077
式 1 22.72 699
式 1 3,776

合計 3,776 (千円)

　一般管理費

工事価格

純工事費

　現場管理費 橋梁保全工事　地方部影響なし

工事原価

補修費

共通仮設費

　共通仮設費（率計上） 橋梁保全工事　地方部影響なし

13.272m

橋
台

断面修復

補修費

ひび割れ注入

床版に一方向の床版ひびわれ(最大幅W=0.3
㎜)、剥離･鉄筋露出が発生している。
また、広範囲にうきが点在している。

表面保護

枠組足場

計

橋面防水・舗装打ち替え

弾性シール材充填

項目

主
桁
・
床
版

ひび割れ注入

断面修復

RC床版橋、重力式橋台 表面保護

吊り足場

計

A1 A2

【床版下面】【橋面】

【A1橋台】 【A2橋台】

A1 A2

うき

防食機能の劣化

うき

うき

うき

うき

遊離石灰

写真番号18
高欄
⑤防食機能の劣化

写真番号6
A1橋台
⑥ひびわれ
⑳漏水･ 滞水

写真番号7
A1橋台
⑥ひびわれ

写真番号9
A2橋台
⑥ひびわれ
⑳漏水･ 滞水

写真番号12
床版0101
⑪床版ひびわれ

写真番号13
床版0101
⑦剥離･ 鉄筋露出
⑫うき

写真番号14
床版0101
⑦剥離･ 鉄筋露出

写真番号10
A2橋台
⑥ひびわれ

床版0101
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7_床版橋 健全度 Ⅱ 【点検年月：令和元年7月】

【諸元】 概算工事費（諸経費込み）

架設年次 橋長 幅員 単位 補修数量 単価(千円) 補修費(千円)

不明 4.10m 6.30m m 4.8 13.272 64
橋梁形式 m3 0.01 2,303 23

m2 0 7.538 0

m2 0 5.552 0
87

1.6 21 (A1)
4.7 62 (A2)

【損傷概要】 m3 0.002 2,303 5

m2 0 7.538 0

m2 0 1.987 0
88

m2 0 6.775 0
m 0 65.919 0

175 (千円)

5割増補修費 262 (千円)

262

72
式 27.32 72
式 1 334
式 1 64.97 217
式 1 551
式 1 22.72 125
式 1 676

合計 676 (千円)

　一般管理費

工事価格

純工事費

　現場管理費 橋梁保全工事　地方部影響なし

工事原価

補修費

共通仮設費

　共通仮設費（率計上） 橋梁保全工事　地方部影響なし

13.272m

橋
台

断面修復

補修費

ひび割れ注入

床版下面に一方向の床版ひびわれ(最大幅W=0.3
㎜)、剥離、鉄筋露出、うき、漏水が発生して
いる。

表面保護

枠組足場

計

橋面防水・舗装打ち替え

弾性シール材充填

項目

主
桁
・
床
版

ひび割れ注入

断面修復

RC床版橋、重力式橋台 表面保護

吊り足場

計

A1 A2

【床版下面】【橋面】

A1 A2

写真番号14
床版
⑥ひびわれ
⑳漏水･ 滞水

うき

写真番号11
床版0101
⑪床版ひびわれ

写真番号12
床版0101
⑦剥離･ 鉄筋露出
⑫うき
⑳漏水･ 滞水

写真番号13
床版0101
(23)変形･ 欠損

床版0101

【A2橋台】【A1橋台】
写真番号6
A1橋台
⑥ひびわれ

写真番号9
A2橋台
⑦剥離･ 鉄筋露出

写真番号8
A2橋台
⑥ひびわれ
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26_福吉橋 健全度 Ⅱ 【点検年月：令和4年2月】

【諸元】 概算工事費（諸経費込み）

架設年次 橋長 幅員 単位 補修数量 単価(千円) 補修費(千円)

1966年 11.6m 3.7m m 0 13.272 0
橋梁形式 m3 0.02 2,303 46

m2 0 7.538 0

m2 0 5.552 0
46

m 0 13.272 0

【損傷概要】 m3 0.001 2,303 2

m2 0 7.538 0

m2 0 1.987 0
2

m2 0 6.775 0
m 6.8 65.919 448

497 (千円)

5割増補修費 745 (千円)

745

204
式 27.32 204
式 1 949
式 1 64.97 617
式 1 1,566
式 1 22.72 356
式 1 1,922

合計 1,922 (千円)

項目

主
桁
・
床
版

ひび割れ注入

断面修復

RCT桁橋、逆T式橋台 表面保護

吊り足場

計

橋
台

ひび割れ注入

断面修復

主桁に局部的にうきが生じている。各橋台に伸
縮部からと思われる漏水が見られ、鉄筋露出、
最大W=0.3㎜のひびわれも確認される。支承に
部分的に著しい腐食が生じており、防護柵に変
形、支柱の上蓋に脱落等が認められる。排水管
に孔食を伴う腐食、亀裂あり。

表面保護

枠組足場

計

橋面防水・舗装打ち替え

弾性シール材充填

補修費

補修費

共通仮設費

　共通仮設費（率計上） 橋梁保全工事　地方部影響なし

純工事費

　現場管理費 橋梁保全工事　地方部影響なし

工事原価

　一般管理費

工事価格

凡 例

漏水

ひびわれ

うき

剥離

剥落

鉄筋露出

遊離石灰

腐食

防食機能の劣化

豆板

ひびわれを伴う遊離石灰

Br

CY

HT

T

Y

F

J

R

C

U

H

橋面 床版下面

Ａ１橋台 Ａ２橋台

A1 A2 A1 A2

写真番号17
主桁0101
その他
うき-Ⅱ
※新規

写真番号19
A1橋台
その他
剥離・鉄筋露出-Ⅱ
※新規

写真番号20
A2橋台、伸縮装置
その他
漏水・滞水-Ⅱ
※進展あり

写真番号21
A2橋台
ひびわれ-Ⅱ
(最大W=0.3㎜)
※進展あり

(W=0.15㎜)

写真番号22
支承0102
支承の機能障害-Ⅱ
※進展あり

写真番号23
支承0203
支承の機能障害-Ⅱ
※進展あり

支承の機能障害-Ⅱ 支承の機能障害-Ⅱ

支承の機能障害-Ⅱ

写真番号24
防護柵
その他
防食機能の劣化-Ⅱ
※進展あり
変形・欠損-Ⅱ
※新規

写真番号25
防護柵
その他
ゆるみ・脱落-Ⅱ
※新規

写真番号26
防護柵
亀裂-Ⅱ
その他
変形・欠損-Ⅱ
その他(グラつき)-Ⅱ
※進展なし

変形-Ⅱ

Br-Ⅱ

Br-Ⅱ
F-Ⅱ

Br-Ⅱ
F-Ⅱ

Br-Ⅱ
F-Ⅱ

写真番号27
排水管
腐食-Ⅱ
亀裂-Ⅱ
その他
防食機能の劣化-Ⅱ
※進展あり

R-Ⅱ

グラつき-Ⅱ

変形-Ⅱ

写真番号18
主桁0201
その他
剥離・鉄筋露出-Ⅱ
※進展あり
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27_中河原橋 健全度 Ⅱ 【点検年月：令和4年2月】

【諸元】 概算工事費（諸経費込み）

架設年次 橋長 幅員 単位 補修数量 単価(千円) 補修費(千円)

1980年 10.9m 6.0m m 25 13.272 332
橋梁形式 m3 0 2,303 0

m2 0 7.538 0

m2 0 5.552 0
332

m 4.4 13.272 58 (A1)

【損傷概要】 m3 0 2,303 0

m2 0 7.538 0

m2 0 1.987 0
58

m2 59.0 6.775 400
m 14.5 65.919 956

1,746 (千円)

5割増補修費 2,619 (千円)

2,619

715
式 27.32 715
式 1 3,334
式 1 64.97 2,166
式 1 5,500
式 1 22.50 1,237
式 1 6,737

合計 6,737 (千円)

項目

主
桁
・
床
版

ひび割れ注入

断面修復

ﾌﾟﾚﾃﾝ中空床版橋、重力式橋台 表面保護

吊り足場

計

橋
台

ひび割れ注入

断面修復

主桁につらら状の遊離石灰及び漏水が複数生じ
ており、張り出し部にひびわれ、主桁側面に遊
離石灰を伴うひびわれ等が見られる。橋台に伸
縮部からと思われる漏水、遊離石灰を伴うひび
われ等が生じている。舗装にひびわれ、防護柵
に防食機能の劣化等、地覆にうきあり。

表面保護

枠組足場

計

橋面防水・舗装打ち替え

弾性シール材充填

補修費

補修費

共通仮設費

　共通仮設費（率計上） 橋梁保全工事　地方部影響なし

純工事費

　現場管理費 橋梁保全工事　地方部影響なし

工事原価

　一般管理費

工事価格

凡 例

漏水

ひびわれ

うき

剥離

剥落

鉄筋露出

遊離石灰

腐食

防食機能の劣化

豆板

ひびわれを伴う遊離石灰

Br

CY

HT

T

Y

F

J

R

C

U

H

橋面 床版下面

Ａ１橋台 Ａ２橋台

写真番号15
主桁0101
ひびわれ-Ⅱ
その他
漏水・遊離石灰-Ⅱ
※進展あり

写真番号16
主桁1201～1501
その他
漏水・遊離石灰-Ⅱ
※進展あり

写真番号17
主桁1701
ひびわれ-Ⅱ
(最大W=0.3㎜)
その他
漏水・遊離石灰-Ⅱ
※進展あり

写真番号18
主桁1701
ひびわれ-Ⅱ
その他
漏水・遊離石灰-Ⅱ
※進展あり

写真番号18
地覆
その他
うき-Ⅱ
※進展あり

写真番号19
A1橋台、伸縮装置
その他
漏水・滞水-Ⅱ
漏水・遊離石灰-Ⅱ
※進展あり

写真番号20
A1橋台
ひびわれ-Ⅱ
(最大W=0.5㎜)
その他
漏水・遊離石灰-Ⅱ
※進展あり

写真番号21
A1橋台、伸縮装置
その他
漏水・滞水-Ⅱ
漏水・遊離石灰-Ⅱ
※進展あり

写真番号22
防護柵
その他
防食機能の劣化-Ⅱ
※進展あり

写真番号23
防護柵
その他
変形・欠損-Ⅱ
※新規

写真番号24
舗装
その他
舗装の異常-Ⅱ
(最大W=25.0㎜)
※進展あり

写真番号25
舗装
その他
舗装の異常-Ⅱ
(最大W=0.9㎜)
※新規

亀甲状のひびわれ

CY-Ⅱ

CY-Ⅱ

Y-Ⅱ

R-Ⅱ

R-ⅡR-Ⅱ

Y-Ⅱ Y-Ⅱ

Y-Ⅱ

CY-Ⅱ

CY-Ⅱ

R-Ⅱ
R-Ⅱ

R-Ⅱ
R-Ⅱ

R-Ⅱ

R-Ⅱ

R-Ⅱ

Y-Ⅱ

Y-Ⅱ

Y-Ⅱ
Y-Ⅱ

Y-ⅡY-ⅡY-ⅡY-Ⅱ

Y-Ⅱ
Y-Ⅱ

Y-Ⅱ

Y-Ⅱ
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28_中河原下橋 健全度 Ⅱ 【点検年月：令和4年2月】

【諸元】 概算工事費（諸経費込み）

架設年次 橋長 幅員 単位 補修数量 単価(千円) 補修費(千円)

1963年 10.7m 6.2m m 0 13.272 0
橋梁形式 m3 0.008 2,303 18

m2 0 7.538 0

m2 0 5.552 0
18

m 0 13.272 0

【損傷概要】 m3 0.003 2,303 7

m2 0 7.538 0

m2 0 1.987 0
7

m2 0 6.775 0
m 11.0 65.919 725

750 (千円)

5割増補修費 1,126 (千円)

1,126

308
式 27.32 308
式 1 1,434
式 1 64.97 931
式 1 2,365
式 1 22.72 537
式 1 2,902

合計 2,902 (千円)

項目

主
桁
・
床
版

ひび割れ注入

断面修復

RCT桁橋、重力式橋台 表面保護

吊り足場

計

橋
台

ひび割れ注入

断面修復

主桁に剥離、床版に剥離及び鉄筋露出、横桁に
はひびわれ及びうきが確認される。両橋台に伸
縮部からと思われる漏水が確認され、A2橋台に
は鉄筋露出及びひびわれが見られる。支承に腐
食による機能障害、舗装の複数のうき及び剥
離、親柱に鉄筋露出、ひびわれ、剥離あり。

表面保護

枠組足場

計

橋面防水・舗装打ち替え

弾性シール材充填

補修費

補修費

共通仮設費

　共通仮設費（率計上） 橋梁保全工事　地方部影響なし

純工事費

　現場管理費 橋梁保全工事　地方部影響なし

工事原価

　一般管理費

工事価格

凡 例

漏水

ひびわれ

うき

剥離

剥落

鉄筋露出

遊離石灰

腐食

防食機能の劣化

豆板

ひびわれを伴う遊離石灰

Br

CY

HT

T

Y

F

J

R

C

U

H

橋面 床版下面

Ａ１橋台 Ａ２橋台

鳥の巣-Ⅰ

鳥の巣-Ⅰ

鳥の巣-Ⅰ

鳥の巣-Ⅰ

鳥の巣-Ⅰ

鳥の巣-Ⅰ

T-Ⅱ
(W=0.2㎜)

T-Ⅱ
H-Ⅱ
(W=0.5㎜)

T-Ⅱ
(W=0.2㎜)

T-Ⅱ
(最大W=1.2㎜ )

写真番号18
横桁0301
ひびわれ-Ⅱ
(W=0.3㎜)
その他
うき-Ⅱ
※進展あり

写真番号19
床版0501
その他
剥離・鉄筋露出-Ⅱ
※進展なし

写真番号17
主桁0401
その他
剥離・鉄筋露出-Ⅱ
※進展あり

写真番号20
床版0501
その他
剥離・鉄筋露出-Ⅱ
※進展あり

写真番号21
A1橋台、伸縮装置
その他
漏水・滞水-Ⅱ
※進展あり

写真番号22
A2橋台
ひびわれ-Ⅱ
(W=0.2㎜)
その他
うき-Ⅱ
剥離・鉄筋露出-Ⅱ
※進展あり

写真番号23
支承0104
支承の機能障害-Ⅱ
※進展なし

写真番号24
支承0202
支承の機能障害-Ⅱ
※進展なし

支承の機能障害-Ⅱ

支承の機能障害-Ⅱ

支承の機能障害-Ⅱ

支承の
機能障害-Ⅱ

支承の機能障害-Ⅱ

写真番号25
地覆
その他
うき-Ⅱ
※進展あり

写真番号26
親柱
その他
剥離・鉄筋露出-Ⅱ
※進展なし

写真番号27、28
親柱
ひびわれ-Ⅱ
(最大W=1.2㎜)
その他
剥離・鉄筋露出-Ⅱ
※進展なし

写真番号29
舗装
その他
舗装の異常-Ⅱ
※進展あり

U

H

H

H

U

U

H

写真番号30
舗装
その他
舗装の異常-Ⅱ
※新規

写真番号31
舗装
その他
舗装の異常-Ⅱ
※新規

H-Ⅰ

T-Ⅱ

支承の
機能障害-Ⅱ
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91_一の貝第一橋 健全度 Ⅱ 【点検年月：令和4年12月】

【諸元】 概算工事費（諸経費込み）

架設年次 橋長 幅員 単位 補修数量 単価(千円) 補修費(千円)

不明 6.3m 3.8m m 0 13.272 0

橋梁形式 m3 0 2,303 0

m2 0 7.538 0

m2 0 5.552 0

0

m 0 13.272 0

【損傷概要】 m3 0.2 2,303 461

m2 0 7.538 0

m2 0 1.987 0

461

m2 0 6.775 0

m 6.0 65.919 396

856 (千円)

5割増補修費 1,284 (千円)

1,284

351
式 27.32 351
式 1 1,635
式 1 64.97 1,062
式 1 2,697
式 1 22.72 613
式 1 3,310

合計 3,310 (千円)

項目

主
桁
・
床
版

ひび割れ注入

断面修復

RC床版橋、重力式橋台 表面保護

吊り足場

計

橋
台

ひび割れ注入

断面修復

床版の下流側に上部からの伝い水と思われる漏
水、上流側に局部的な鉄筋露出が生じている。A1
橋台に伸縮部からと思われる漏水、下部には
D=500.0㎜の洗掘が見られる。

表面保護

枠組足場

計

橋面防水・舗装打ち替え

弾性シール材充填

補修費

補修費

共通仮設費

　共通仮設費（率計上） 橋梁保全工事　地方部影響なし

純工事費

　現場管理費 橋梁保全工事　地方部影響なし

工事原価

　一般管理費

工事価格

橋面 床版下面

Ａ１橋台 Ａ２橋台

A1 A2 A1 A2

写真番号14
A1橋台、伸縮装置
漏水・滞水-Ⅱ

写真番号15
A1橋台
洗掘-Ⅱ
(D=500.0㎜)

R-Ⅰ

写真番号16
防護柵
防食機能の劣化-Ⅱ

写真番号13
床版0101
剥離・鉄筋露出-Ⅱ

写真番号16
防護柵
防食機能の劣化-Ⅱ
変形・欠損-Ⅱ

Br-Ⅱ
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108_半川橋 健全度 Ⅱ 【点検年月：令和4年12月】

１径間 橋面 １径間 床版下面

Ａ１橋台 Ｐ１橋脚

A1 P1A1 P1

写真番号5
A1橋台、伸縮装置
漏水・滞水-ⅲ

R-ⅲ

舗装
土砂詰まり

写真番号11
防護柵
腐食-ⅳ
防食機能の劣化-ⅲ

F-ⅱ

F-ⅱ

写真番号13
舗装
路面の凹凸-ⅲ
(W=30.0㎜)

写真番号9
伸縮装置
遊間の異常-ⅲ

写真番号1
主桁0101
ゆるみ・脱落-ⅱ
防食機能の劣化-ⅱ

脱落-ⅱ
Br-ⅱ

脱落-ⅱ
Br-ⅱ

写真番号8
支承0201
支承の機能障害-ⅲ
変形・欠損-ⅱ
うき-ⅲ

写真番号3
A1橋台
土砂詰まり-ⅲ

写真番号4
A1橋台
ひびわれ-ⅲ
(W=0.4㎜)

R-ⅱ R-ⅱ

R-ⅱR-ⅱR-ⅱ

写真番号6
P1橋脚
剥離・鉄筋露出-ⅱ
その他(ジャンカ)-ⅲ

写真番号7
P1橋脚
剥離・鉄筋露出-ⅲ

写真番号2
床版0401
剥離・鉄筋露出-ⅲ
うき-ⅲ

(W=0.4㎜)

(W=0.3㎜)

CY-ⅱ

CY-ⅱ

脱落-ⅱ
Br-ⅱ

脱落-ⅱ
Br-ⅱ

脱落-ⅱ
Br-ⅱ

F-ⅳ
Br-ⅲ

F-ⅳ
Br-ⅲ

変形-ⅱ
F-ⅳ
Br-ⅲ

写真番号14
舗装
舗装の異常-ⅲ
(W=5.0㎜)

写真番号12
防護柵
ゆるみ・脱落-ⅲ

U

U

CY-ⅱ
R-ⅲ

(W=5.0㎜)

HT-ⅲ

舗装
土砂詰まり

舗装
土砂詰まり

写真番号10
防護柵
ゆるみ・脱落-ⅲ

写真番号11
防護柵
変形・欠損-ⅱ
腐食-ⅳ
防食機能の劣化-ⅲ

支承の機能障害-ⅲ
欠損-ⅱ

支承の機能障害-ⅱ

２径間 橋面 ２径間 床版下面

Ａ２橋台

P1 A2P1 A2

写真番号21
A2橋台
剥離・鉄筋露出-ⅱ
うき-ⅲ

膨張-ⅲ
F-ⅳ
Br-ⅲ

U

脱落-ⅱ
Br-ⅱ

脱落-ⅱ
Br-ⅱ

脱落-ⅱ
Br-ⅱ

舗装
土砂詰まり

F-ⅳ
Br-ⅲ

写真番号28
舗装
舗装の異常-ⅲ
(W=5.0㎜)

写真番号19
A2橋台
漏水・遊離石灰-ⅱ
ひびわれ-ⅲ
(最大W=1.5㎜)

CY-ⅱ

写真番号20
A2橋台
ひびわれ-ⅲ
(W=3.0㎜)

CY-ⅱ

写真番号22
A2橋台、伸縮装置
漏水・滞水-ⅲ

U

U

U

写真番号15
主桁0102
ゆるみ・脱落-ⅱ
防食機能の劣化-ⅱ

写真番号24
支承0201
支承の機能障害-ⅲ

写真番号25
支承0202
支承の機能障害-ⅲ
うき-ⅲ

写真番号26
伸縮装置
遊間の異常-ⅲ

(W=5.0㎜)

写真番号16
主桁0302
ゆるみ・脱落-ⅱ
防食機能の劣化-ⅱ
破断-ⅲ

(W=0.8㎜)

U

膨張-ⅲ
F-ⅳ
Br-ⅲ

F-ⅳ
Br-ⅲ

写真番号18
床版0402
剥離・鉄筋露出-ⅲ
うき-ⅲ

脱落-ⅲ

F-ⅲ
Br-ⅲ

脱落-ⅲ

脱落-ⅱ

写真番号23
支承0101
変形・欠損-ⅱ

写真番号27
防護柵
その他(膨張)-ⅲ
腐食-ⅳ
防食機能の劣化-ⅲ

写真番号23
支承0102
うき-ⅲ

写真番号17
床版0102
剥離・鉄筋露出-ⅲ
うき-ⅲ
腐食-ⅱ
防食機能の劣化-ⅱ

写真番号24
支承0203
支承の機能障害-ⅲ
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【諸元】 概算工事費（諸経費込み）

架設年次 橋長 幅員 単位 補修数量 単価(千円) 補修費(千円)

1973年 50.0m 7.3m m2 0 5.932 0
橋梁形式 m 0 13.272 0

m3 0.02 2,303 46

m2 0 7.538 0

m2 0 5.552 0
46

8.2 13.272 109 (A1)
3.7 13.272 49 (A2)

【損傷概要】 m3 0.04 2,303 92

m2 0 7.538 0

m2 65.7 1.987 131
381

m2 0 6.775 0
m 0 65.919 0

427 (千円)

5割増補修費 640 (千円)

640

175
式 27.32 175
式 1 815
式 1 64.97 529
式 1 1,344
式 1 22.72 305
式 1 1,649

合計 1,649 (千円)

項目

主
桁
・
床
版

鋼材再塗装(RC-Ⅲ)

ひび割れ注入

鋼H桁橋、逆T式橋台、壁式橋脚 断面修復

表面保護

吊り足場

計

橋
台
・
橋
脚

断面修復

主桁に複数のボルトの脱落、床版に鉄筋露出等
が生じている。橋台に最大W=3.0㎜の複数のひ
びわれ等が確認され、支承に機能障害、沓座に
欠損等が見られる。舗装に複数のうき及び
W=5.0㎜のひびわれが認められる。舗装のA1側
にH=30.0㎜の段差、高欄に孔食を伴う腐食等あ
り。

表面保護

枠組足場

計

橋面防水・舗装打ち替え

伸縮装置止水工

ひび割れ注入

補修費

補修費

共通仮設費

m

工事原価

　一般管理費

工事価格

　共通仮設費（率計上） 橋梁保全工事　地方部影響なし

純工事費

　現場管理費 橋梁保全工事　地方部影響なし
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